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第63巻第 3 号には，4 本の原著論文が掲載されていま

す。偶然，どれもが，人々の保健医療に関する行動に関

する研究です。人間行動に関する研究は，観察されるイ

ンプットとアウトカムのいずれもが，主観的なものにな

り得るため，その「研究」は漠然とした記録にもなりが

ちです。こうした事象をいかに客観的に表現するか，統

計学の方法を利用したり，臨床医学のデザインを応用し

たりして，漠然たるものを歴然とさせる努力がされてき

ました。主観的要素の評価指標の開発はその最たるもの

で，心理学や教育学の知見に基づき，IT がフル活用さ

れて，目に見えない「能力」や「特性」を測定すること

に心血が注がれています。これだけ苦労をして導き出し

た結果もまた，人間行動に影響を与える交絡因子が無限

とも言えるほどに存在し，容易に因果の逆転も起こりう

ることから，結論ありき，言ったモン勝ちとなりがちで

もあり，残念なことに学問の中でも，低評価され易い領

域でしょう。しかしながら，人間の健康は，行動と密接

に結びついています。疾患のメカニズムが解明され，そ

の予防法，検査法，治療法が確立され，社会に普及した

としても，それを受け入れるのも人間，実践するのも人

間，後世に伝えるのも人間です。タバコが健康に極めて

有害と分かっていて，禁煙補助薬が存在して，保険まで

適応しているのにやめられない人がいる，未だに酒豪自

慢を世界に向けて発信する医療関係者がいる，面白いで

すね。You may take a horse to the water, but you cannot
make him drink（馬を水辺に導くことはできるが馬に水

を飲ませることはできない）。でも，この家の馬は水を

飲まないけれど，どうしてあの家の馬は水を飲んでいる

のだろう… 病因・病理学と同じくらい高尚で奥が深

い，これが人の行動を扱う公衆衛生学なのでしょう。

（松田智大）


